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２号機海水配管トレンチ閉塞工事２号機海水配管トレンチ閉塞工事 立坑立坑AA 間詰め充填の施工手順間詰め充填の施工手順

 十分な止水性を確保し、凍結弱部を強固にするために間詰
め充填を実施中。

 南側のパッカーがない箇所については、成長した氷を利用
して、水中不分離コンクリートを打設。
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【手順④】 可塑性グラウト

 北側についてはパッカー部に想定される隙間を充填する
ことを目的に流動性の高い可塑性グラウトを打設。

 ケーブルトレイ部は、短時間で固まる急結性可塑性グラ
ウトを打設。
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２号機海水配管トレンチ閉塞工事２号機海水配管トレンチ閉塞工事 立坑Ａ立坑Ａ 間詰め充填状況（間詰め充填状況（10/10/２９実績）２９実績）
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２号機海水配管トレンチ閉塞工事２号機海水配管トレンチ閉塞工事 開削ダクト開削ダクト 間詰め充填の施工手順間詰め充填の施工手順

①パッカー上部に新規充填孔を削孔（上部充填孔の確保）

②パッカーを片側型枠として、配管まわりを充填するために、
K1,K3孔から急結性可塑性グラウトを打設

③パッカー上部の新規充填孔から、急結性可塑性グラウトを打設

間詰め充填イメージ（ダクトＢの例）
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２号機海水配管トレンチ閉塞工事２号機海水配管トレンチ閉塞工事 開削ダクト開削ダクト 間詰め充填状況（間詰め充填状況（10/10/２９実績）２９実績）
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【平面図】
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14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 上 中 下

２号機間詰充填（立坑Ａ）

２号機間詰充填（開削ダクト）

水移送

２号機トレンチ本体閉塞

２号機立坑閉塞

3月
10月 11月

12月 1月 2月

２号機海水配管トレンチ閉塞工事工程２号機海水配管トレンチ閉塞工事工程

 建屋接続部止水工事の間詰め充填は、１１月１０日完了予定

 間詰め効果確認を１１月中旬に実施予定

 水移送及び閉塞作業を１１月下旬に開始予定

間詰め効果確認

※

※ 閉塞は間詰め効果確認結果により変更の可能性あり
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【【参考参考】】間詰め充填中の温度変化間詰め充填中の温度変化

・間詰め充填材料を打設直後は、温度が上昇（グラフの
部） 。特に測温管と間詰め充填材料が直接触れる

S2において、上昇が顕著。

・その後、全体的に温度は低下傾向（グラフの紫矢印）。

水中不分離コンクリート打設 可塑性グラウト打設
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【【参考参考】】２，３号機海水配管トレンチ建屋接続部止水工事における線量の評価２，３号機海水配管トレンチ建屋接続部止水工事における線量の評価

防護壁の設置・砕石の敷設・タングステンベストの着用により線量低減対策を実施。

作業内容と累積線量の大小の間に相関性は見られない。

N=243

２～９月の累積線量（ｍＳｖ）

作業別の累積線量（２～９月）分布

10～15 15～20 20～25 25～30 30～35 35～40 40～45 45～505～100～5

：元請会社（工事管理）

：協力会社Ａ

（削孔・凍結管設置・凍結運転管理）

：協力会社Ｂ

（放射線防護・氷投入作業）

：その他会社
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